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椙山女学園大学研究論集　第51号（人文科学篇）2020
は
じ
め
に
　
本
稿
は
、
本
誌
四
十
九
号
掲
載
の
「
井
上
士
朗
の
書
簡
の
紹
介
―
道
木
正
信
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
」
の
続
稿
で
、
道
木
正
信
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
内
、
井
上
士
朗
の
書
簡
十
八
点
中
、
先
の
紙
面
の
都
合
で
掲
載
で
き
な
か
っ
た
七
点
と
、
末
尾
に
、
先
に
紹
介
し
た
8
「
騏
六
・
巨
川
・
雨
滴
・
満
子
宛　
七
月
廿
日
」
書
簡
と
合
装
さ
れ
た
「
巨
川
宛
、
九
月
十
八
日　
窓
竹
斎
烏
川
」（
8
―
2
）
の
書
簡
一
点
、
合
計
八
点
を
紹
介
す
る
。
こ
の
巨
川
宛
窓
竹
斎
烏
川
書
簡
は
士
朗
の
書
簡
で
は
な
い
が
、
也
有
や
暁
台
と
交
流
の
あ
っ
た
狂
歌
師
の
窓
竹
斎
烏
川
が
、
暁
台
晩
年
の
門
人
で
清
洲
俳
壇
の
新
し
い
勢
力
と
な
る
巨
川
に
宛
て
た
も
の
で
、
巨
川
に
対
す
る
烏
川
の
配
慮
が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
　
な
お
、
前
稿
は
、
椙
山
女
学
園
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
で
公
開
中
（https://lib.sugiyam
a-u.repo.nii.ac.jp/?action=pages_view
_m
ain&
active_
action=repository_view
_m
ain_item
_detail&
item
_id=2472&
item
_
no=1&
page_id=13&
block_id=21
）。
　
そ
こ
で
、
書
簡
及
び
図
の
番
号
は
前
回
か
ら
の
続
き
と
し
、
凡
例
及
び
主
な
引
用
文
献
は
前
回
に
同
じ
で
あ
る
。
　
ま
ず
、
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
一
覧
を
再
掲
す
る
。
1　
宛
名
不
明
。
九
月
十
五
日
2　
宇
洋
（
大
津　
塩
屋
新
六
）
宛　
八
月
十
日
（
寛
政
・
享
和
期
）
3　
碩
外
宛　
九
月
十
日
（
寛
政
〜
文
政
期
）
4　
松
兄
宛　
十
日
〔
寛
政
十
一
（
一
七
九
九
）
年
以
前
〕
5　
菊
舎
宛　
六
月
三
日
（
寛
政
・
享
和
期
）
6　
魯
隠
宛　
四
月
廿
五
日
（
寛
政
期
）
7　
秋
湖
宛　
十
月
廿
七
日
〔
享
和
三
（
一
八
〇
三
）
年
〕
8　
騏
六
・
巨
川
・
雨
滴
・
満
子
宛　
七
月
廿
日
（
寛
政
期
）
　
　
（
軸
は
、
巨
川
宛
、
九
月
十
八
日　
窓
竹
斎
烏
川
の
書
簡
と
合
装
）
9　
帯
梅
宛　
五
月
廿
七
日
（
享
和
・
文
化
期
）
10　
墨
山
宛　
八
月
廿
三
日
（
寛
政
〜
文
化
期
）
11　
杜
石
宛　
十
二
月
廿
日
（
寛
政
・
享
和
期
）
井
上 
士
朗
の
書
簡
の
紹
介
（
二
）
―
道
木
正
信
氏
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら
―
冨
　
　
田
　
　
和
　
　
子＊
冨　田　和　子
三
二
12　
兎
農
（
杜
農
）
宛　
廿
五
日
〔
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
頃
〕
13　
舎
員
宛　
十
日
（
寛
政
期
）
14　
五
雄
宛　
四
日
（
享
和
・
文
化
期
）
15　
宛
名
不
明　
（
寛
政
・
享
和
期
）
16　
士
宅
宛　
十
二
月
廿
七
日
17　
宛
名
不
明　
七
月
十
日
18　
宛
名
不
明
。
鶴
の
画
入
り
。（
寛
政
・
享
和
期
）
　
本
稿
で
は
、
12
か
ら
18
及
び
、
参
考
と
し
て
8
の
士
朗
書
簡
の
下
段
に
合
装
さ
れ
た
巨
川
宛
窓
竹
斎
烏
川
書
簡
（
8
―
2
）
の
合
計
八
点
を
紹
介
す
る
。
10
と
17
は
捲
り
、
そ
の
他
は
軸
装
で
あ
る
。
　
次
に
、
本
稿
で
紹
介
す
る
書
簡
八
点
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
　
12
は
、
杜
農
か
ら
菓
子
を
、
13
は
、
舎
員
か
ら
料
理
鴨
一
箱
を
受
け
取
っ
た
礼
状
に
句
を
添
え
た
も
の
。
　
14
は
、い
つ
頃
の
も
の
か
は
っ
き
り
し
な
い
が
、士
朗
は
既
に
寛
政
二
年
（
三
月
五
日
）
に
は
「
枇
杷
園
花
見
」
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
士
朗
の
細
や
か
な
心
遣
い
と
花
見
会
を
成
功
さ
せ
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
感
じ
ら
れ
る
書
簡
で
あ
る
。
内
容
は
、
五
雄
に
明
後
日
六
日
の
花
見
会
に
奥
方
さ
ま
と
一
緒
に
参
加
い
た
だ
き
た
い
こ
と
と
、
東
向
き
の
対
応
は
す
る
の
で
西
向
き
の
対
応
は
よ
ろ
し
く
と
念
を
お
し
て
依
頼
し
た
も
の
。
　
15
で
は
、
弟
子
の
卓
池
が
参
宮
す
る
の
で
面
会
い
た
だ
き
た
い
と
依
頼
し
、
お
互
い
の
健
康
を
思
い
や
っ
て
い
る
。
宛
名
不
明
で
は
あ
る
が
、
12
・
13
で
は
添
え
た
句
が
一
句
で
あ
っ
た
の
に
比
べ
て
三
句
も
添
え
て
い
る
の
で
、
大
事
な
相
手
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
　
16
は
、
士
宅
か
ら
大
晦
日
の
御
祝
儀
と
し
て
う
け
た
銀
札
五
匁
の
お
礼
と
、
添
削
し
た
句
を
返
す
こ
と
、
そ
し
て
毎
年
正
月
七
日
に
開
催
し
て
い
る
初
懐
紙
の
句
会
に
は
少
し
早
く
来
て
く
だ
さ
い
、
待
っ
て
い
ま
す
と
伝
え
た
も
の
。
士
朗
の
自
筆
で
は
な
く
写
し
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
が
、
句
に
つ
い
て
話
し
合
い
た
い
と
い
う
思
い
が
伝
わ
る
。
　
17
は
、
門
人
の
方
明
が
訪
問
し
て
世
話
に
な
っ
た
お
礼
を
述
べ
た
後
、
発
句
の
添
削
で
、
重
な
る
こ
と
に
関
し
て
、
以
前
、
三
匙
句
合
で
「
冨
吉
や
」
の
句
で
も
評
し
た
と
お
り
奇
心
で
あ
る
。「
奇
心
ハ
無
儘
義
為
候
」
と
強
く
指
導
し
て
い
る
。
発
句
で
重
な
る
と
は
、
季
重
な
り
を
強
く
指
摘
し
た
か
？
　
18
は
、
書
簡
で
は
な
い
が
、
詞
書
の
あ
る
句
に
ふ
さ
わ
し
い
鶴
の
草
画
を
添
え
た
も
の
。
　
末
尾
に
付
載
し
た
8
―
2
は
、
也
有
や
暁
台
と
交
流
の
あ
っ
た
狂
歌
師
の
窓
竹
斎
烏
川
が
、
暁
台
晩
年
の
門
人
で
、
暁
台
没
後
、
士
朗
門
と
な
る
巨
川
に
宛
て
た
も
の
で
あ
る
。
巨
川
は
8
の
士
朗
書
簡
に
宛
名
の
あ
る
雨
滴
・
満
子
と
同
じ
く
町
家
に
住
み
、
寛
政
期
か
ら
騏
六
・
琴
宇
に
代
わ
っ
て
清
洲
俳
壇
の
新
し
い
勢
力
と
な
る
人
物
で
あ
る）1
（
。
折
角
、
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
っ
た
の
に
来
客
の
た
め
、
早
々
に
帰
ら
れ
た
上
、
ご
紹
介
し
た
摺
り
も
の
も
で
き
あ
が
ら
ず
遅
れ
て
い
る
こ
と
を
詫
び
て
い
る
。
清
洲
俳
壇
の
新
し
い
勢
力
で
あ
る
巨
川
に
対
す
る
烏
川
の
配
慮
が
う
か
が
え
て
興
味
深
い
も
の
で
あ
る
。
（
1
） 
本
稿
（
一
）「
8 
騏
六
・
巨
川
・
雨
滴
・
満
子
宛　
七
月
廿
日
」〔
本
誌
四
十
九
号
（
人
文
科
学
篇
）
三
八
頁
・
四
五
頁
〕
参
照
。
12　
兎
農
（
杜
農（1
（
）
宛　
廿
五
日
〔
文
化
八
（
一
八
一
一
）
年
頃
〕
　
　
（
軸
装
。
一
五
・
〇
×
三
四
・
五
糎
）（
図
12
）
結
構
の
御
菓
子
／
被
下
候
処
、
扨
々
辱
／
奉
存
候
。
面
晤）2
（
御
礼
／
可
申
上
候
。
　
　
秋
も
は
や
／
水
に
落
た
る
／
鳴
子
か
な）3
（
と
い
ひ
出
候
。
井上士朗の書簡の紹介（二）
三
三
　
廿
五
日　
士
朗
杜
農
様
（
1
） 　
杜
農
＝「
兎
農
」の
別
号
、他
に
銀
杏
園
。
本
名　
大
熊
善
太
郎
。
寛
政
三
（
一
七
九
一
）
年
〜
慶
応
元
（
一
八
六
五
）
年
。
杜
農
の
号
で
文
化
十
（
一
八
一
三
）
　
　
 
年
の
『
阿
沙
野
』
に
初
見
。
の
ち
兎
農
と
改
め
る
。
尾
張
藩
士
。
百
五
十
石
の
大
番
組
で
長
久
寺
町
に
住
み
、
の
ち
馬
廻
組
に
か
わ
る
。
士
朗
門
。
の
ち
塊
翁（
竹
有
）門
。
（『
中
京
俳
人
考
説
』『
俳
文
学
大
辞
典
』）
（
2
） 　
面
晤（
め
ん
ご
）〔
名
〕面
会
す
る
こ
と
。
ま
た
、
面
会
し
て
話
し
合
う
こ
と
。
（
3
） 　
秋
も
は
や
水
に
落
た
る
鳴
子
か
な
＝
『
四
時
行
』（
文
化
六
）・『
枇
杷
園
句
集
後
編
』（
文
化
九
年
）
他
に
所
収
。
13　
舎
員
宛　
十
日
（
寛
政
期
）
　
　
（
軸
装
。
一
六
・
三
×
四
一
・
九
糎
）（
図
13
）
時
節
為
御
見
廻
／
料
理
鴨
一
箱
／
給
辱
存
候
。
冬
篭
／
の
夜
興）1
（
に
と
楽
ミ
／
申
候
。
ほ
句
御
尋
／
を
か
し
き
興
も
無
之
候
。
／
こ
の
ほ
ど
世
外）2
（
庵
／
吾
事
也
。
　
　
世
を
余
所
に
／
雪
見
る
柿
の
／
梢
か
な）3
（
か
く
申
出
候
。
　
十
日　
士
朗
舎
員
様
（
1
） 　
夜
興
（
や
き
ょ
う
）〔
名
〕
夜
間
の
お
も
し
ろ
み
。
夜
の
興
趣
。
（
2
） 　
世
外
（
せ
が
い
・
せ
い
が
い
）〔
名
〕
世
俗
を
離
れ
た
場
所
。
世
事
を
脱
離
し
た
境
涯
。
（
3
） 　
世
を
余
所
に
雪
見
る
柿
の
梢
か
な
＝『
柏
声
舎
聞
書
』（
卓
池
稿
）所
収
。
　
　
  
な
お
、『
柏
声
舎
聞
書
』
の
「
柏
声
舎
と
は
（
卓
池
の
）
青
々
処
以
前
の
別
号
。
本
書
は
表
紙
に
そ
う
あ
り
、
並
ん
で
「
享
和
元
年
」（
一
八
〇
一
）
の
年
号
が
記
し
て
あ
る
。
半
紙
本
一
冊
、
子
持
罫
九
行
、
五
十
一
丁
。
内
容
の
大
部
分
は
他
俳
家
の
句
録
で
あ
る
。
士
朗
の
句
が
最
多
。」〔
大
礒
義
雄
『
芭
蕉
と
蕉
門
俳
人
』（
八
木
書
店　
一
九
九
七
年
）
よ
り
〕
14　
五
雄（1
（
宛　
四
日
（
享
和
・
文
化
期
）
　
　
（
軸
装
。
一
五
・
〇
×
四
七
・
五
糎
）（
図
14
）
　
　
奉
頼
候
。
明
後
六
日
七
ツ
時）2
（
／
花
見
会）3
（
奥
方
様
／
に
も
御
出
可
被
下
様
／
御
通
し
可
被
下
候
。
／
別
ニ
廻
紙
出
し
／
不
申
候
間
、
西
向
ハ
／
ミ
な
〳
〵
奉
頼
申
候
。
　
四
日
尚
々
此
ほ
ど
ハ
／
失
礼
い
た
し
、
其
せ
つ
／
得
御
目
ニ
か
ゝ
り
／
不
申
候
。
東
図12　兎農（杜農）宛　廿五日〔文化八（一八一一）年頃〕（軸装）
図13　舎員宛　十日（寛政期）（軸装）
冨　田　和　子
三
四
向
ハ
／
此
方
よ
り
廻
紙
出
申
候
。
／
よ
ろ
し
く
奉
頼
候
。
五
雄
様　
士
朗
（
1
） 　
五
雄
＝
文
政
年
間
（
一
八
一
八
〜
一
八
二
九
）
没
。
通
称　
文
助
。
富
沢
町
に
住
む
錺
師
。
士
朗
門
。
寛
政
十
二
（
一
七
二
七
）年
の『
玉
く
し
げ
』が
初
見
。
文
化
十
一
（
一
八
一
四
）
年
の
『
は
つ
夢
』
の
入
集
が
最
後
。
西
国
に
俳
諧
行
脚
し
長
崎
に
て
没
、
長
崎
市
善
林
寺
に
墓
碑
あ
り
（『
金
鱗
九
十
九
之
塵
』）。
方
明
と
『
秋
風
紀
行
』〈
松
兄
跋
〔
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
刊
〕〉
を
共
輯
。（『
中
京
俳
人
考
説
』）
（
2
） 　
七
ツ
時
＝
今
の
午
前
と
午
後
の
四
時
頃
。こ
こ
は
花
見
会
の
た
め
、午
後
四
時
頃
。
（
3
） 　
花
見
会
＝
士
朗
は
寛
政
二
年
（
三
月
五
日
）に
は「
枇
杷
園
花
見
」を
行
っ
て
い
る
。
（
寺
島
徹
「
井
上
士
朗
年
譜
稿
」『
連
歌
俳
諧
研
究
』
91
、
一
九
九
六
年
九
月
）
15　
宛
名
不
明
（
寛
政
・
享
和
期
）
　
　
（
軸
装
。
一
七
・
〇
×
四
二
・
七
糎
）（
図
15
）
初
申）1
（
卓
池）2
（
此
度
／
参
宮
被
致
候
。
／
御
逢
可
被
下
候
。
／
旧
冬
以
来
文
／
音
な
し
。
御
壮
福
／
奉
賀
候
。
当
方
／
無
事
ニ
御
座
候
。
／
　
　
　
句
　
　
沢
山
な
月
日
／
が
出
来
て
梅
花）3
（
　
　
 
柳
青
し
け
ふ
や
／
い
く
日
の
春
を
へ
し）4
（
　
　
何
と
な
く
き
け
バ
／
き
く
也
春
の
雁）5
（
（
1
） 　
初
申
〔
名
〕
陰
暦
二
月
の
最
初
の
申
（
さ
る
）
の
日
。
奈
良
の
春
日
神
社
で
は
祭
礼
が
行
な
わ
れ
る
。
（
2
） 　
卓
池　
明
和
五
（
一
七
六
八
）
〜
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
三
河
国
岡
崎
で
紺
屋
を
営
む
。（『
俳
文
学
大
辞
典
』）
暁
台
か
ら
士
朗
門
。
（
3
） 　
沢
山
な
月
日
が
出
来
て
梅
花
＝
『
清
友
篇
』〔
大
阜
編　
享
和
三（
一
八
〇
三
）
年
〕
・
『
枇
杷
園
句
集
』
〔
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
〕
他
に
所
収
。
（
4
） 　
柳
青
し
け
ふ
や
い
く
日
の
春
を
へ
し
＝
『
枇
杷
園
句
集
後
編
』〔
文
化
九
（
一
八
一
二
）
年
〕
他
に
所
収
。
（
5
）　
何
と
な
く
き
け
バ
き
く
也
春
の
雁
＝
『
大
光
寺
資
料
遺
墨
』（
句
文
横
物
）・『
柏
声
舎
聞
書
』（
卓
池
）
に
所
収
。
16　
士
宅
宛　
十
二
月
廿
七
日 
　
　
（
軸
装
。
一
五
・
七
×
三
五
・
四
糎
） （
図
16
）
花
墨
拝
見
仕
候
。
如
仰
／
寒
冷
甚
御
座
候
所
、弥
／
御
壮
安
被
成
御
座
奉
賀
候
。
／
然
ハ
為
年
晩）1
（
之
御
祝
儀
／
銀
札
五
匁
御
贈
与
被
下
／
忝
奉
存
候
。
書
余
面
拝）2
（
図15　宛名不明　（寛政・享和期）（軸装）
図14　五雄宛　四日（軸装）
井上士朗の書簡の紹介（二）
三
五
／
万
々
御
礼
可
申
上
候
。
／
御
句
為
覚）3
（
則
引
墨
い
た
し
／
返
上
申
候
。
以
上
　
十
二
月
廿
七
日
尚
々
来
人
日）4
（
ハ
／
例
年
之
通
、
初
懐
紙
ニ
／
御
座
候
者
、
一
早
く
ゟ
御
入
来
／
可
被
下
候
。
奉
待
候
。
以
上
。
　
士
宅）5
（
君　
　
士
朗
　
　
　
　
御
（
1
）　
年
晩
＝
大
晦
日
。
（
2
） 　
書
余
面
拝
＝
書
き
尽
く
せ
ぬ
こ
と
は
、
お
目
に
か
か
っ
て
か
ら
。
（
3
） 　
為
覚（
し
お
ぼ
え
る
）＝〔
自
ア
下
一
（
ヤ
下
一
）〕
し
お
ぼ
・
ゆ
〔
自
ヤ
下
二
〕
物
事
を
実
際
に
や
っ
て
み
て
覚
え
る
。
実
践
し
て
体
得
す
る
。
（
4
） 　
人
日
（
じ
ん
じ
つ
）
五
節
句
の
一
。
陰
暦
正
月
七
日
の
称
。
七
草
粥
を
食
べ
る
風
習
が
あ
る
。《
季 
新
年
》
（
5
）　
士
宅
（
宝
？
）
＝
未
詳
。
17　
宛
名
不
明　
七
月
十
日
　
　
（
捲
り
。
一
五
・
四
×
四
一
・
三
糎
）（
図
17
）
貴
墨
拝
見
、
秋
暑）1
（
／
之
節
拝
一
御
壮
健
／
被
来
御
ち
つ
ち
か
と
候
／
立
く
れ
バ
先
達
る
と
／
方
明）2
（
推
参）3
（
、
何
角
御
世
話
／
忝
被
存
候
。
一　
御
発
句
に
も
被
遣
／
引
墨
い
た
し
／
申
候
。
重
る
と
少
々
可
被
遣
／
前
ニ
三
匙
句
合　
冨
吉
や
／
ゟ
も
申
来
、
奇
心
と
／
引
墨
遣
申
候
。
重
る
と
／
御
断
申
上
候
。
何
方
へ
も
／
断
申
置
候
。
奇
心
ハ
／
無
儘
義
為
候
。
引
墨
／
方
明
も
居
合
芳
く
／
手
前
も
有
候
故
也
／
已
後
共
急
然）4
（
御
断
／
申
上
候
。
萬
々
頓
首）5
（
　
七
月
十
日　
　
　
　
　
　
　
士
朗
（
1
） 　
秋
暑
＝
秋
の
暑
さ
。
立
秋
が
過
ぎ
て
か
ら
の
暑
さ
。
残
暑
。《
季
・
秋
》。
太
陽
暦
で
は
八
月
七
〜
八
日
こ
ろ
に
あ
た
る
が
、
こ
こ
は
陰
暦
七
月
。
（
2
） 　
方
明
＝
本
稿
（
一
）「
2 
宇
洋
（
大
津　
塩
屋
新
六
）
宛　
八
月
十
日
」
に
既
出
。
三
河
田
原
の
藩
士
、
致
仕
し
て
俳
諧
を
士
朗
に
学
ぶ
。（『
中
京
俳
人
考
説
』）
（
3
） 　
推
参
＝
招
か
れ
も
し
な
い
の
に
自
分
か
ら
お
し
か
け
て
い
く
こ
と
。
ま
た
、
そ
う
す
る
人
。
ま
た
、
人
を
訪
問
す
る
こ
と
を
謙
遜
し
て
い
う
語
。
（
4
）　
急
然
＝
た
ち
ま
ち
に
。
（
5
） 　
頓
首
＝
書
簡
文
や
上
表
文
の
終
わ
り
に
付
け
、
相
手
に
対
し
て
敬
意
を
示
す
図17　宛名不明　七月十日（捲り）
図16　士宅宛　十二月廿七日（軸装）
冨　田　和　子
三
六
語
。
18　
宛
名
不
明
。
鶴
の
画
入
り
。（
寛
政
・
享
和
期
）
　
 　
（
軸
装
。
一
七
・
七
×
一
七
八
・
〇
糎
＋
端
裏
六
・
五
糎
）（
図
18
）
海
人
の
子
等
／
の
潮
の
干
潟）1
（
／
に
む
れ
出
て
／
汐
木）2
（
拾
ひ
あ
る
き
／
け
る
が
頓
（
ヤ
ガ
）
て
汐
ミ
ち
／
来
れ
ば
ミ
な
芦
辺
を
／
さ
し
て
帰
り
け
り
／
さ
て
驚
か
し
た
る
／
に
ハ
あ
ら
ね
ど
も
お
り
／
ゐ
る
潟
の
な
く
な
れ
／
ば
声
々
に
立
／
あ
が
り
て
／
多
く
の
鶴
／
の
鳴
ゆ
く
ハ
／
幾
千
代
を
／
か
さ
ね
お
く
人
／
と
い
と
め
て
た
し
。
　
 　
鶴
な
く
や
か
ら
り
／
こ
ろ
り
と
和
歌
の
う
ら）3
（
　
　
　
　
士
朗
（
1
） 　
潮
干
潟
〔
名
〕
潮
が
ひ
い
て
あ
ら
わ
れ
た
砂
地
。
（
2
） 　
塩
木
〔
名
〕（「
し
お
ぎ
」
と
も
）
塩
釜
で
海
水
を
煮
つ
め
る
の
に
用
い
る
燃
料
の
た
き
ぎ
。
（
3
） 　
鶴
な
く
や
か
ら
り
こ
ろ
り
と
和
歌
の
う
ら
＝
『
枇
杷
園
句
集
』〔
文
化
元
（
一
八
〇
四
）
年
〕
に
所
収
。
付
：
8
―
2　
巨
川
宛
、
九
月
十
八
日　
窓
竹
斎
烏
川（1
（
（
寛
政
期
）
8
「
騏
六
・
巨
川
・
雨
滴
・
満
子
宛　
七
月
廿
日
」（
寛
政
期
）
と
同
装
。
　
（
軸
装
の
下
段 
一
四
・
三
×
五
五
・
三
糎
）（
図
8
―
2
）
一
筆
啓
上
仕
候
。
追
日
冷
気
増
／
申
候
所
、
弥
御
揃
御
安
寧
ニ
／
被
為
入
候
所
承
度
奉
存
候
。
誠
ニ
過
日
ハ
／
御
立
よ
り
被
下
折
節
、
客
来
ニ
付
／
一
向
早
々
ニ
被
為
帰
さ
て
〳
〵
残
念
／
の
事
ニ
奉
存
候
。
且
其
砌
御
引
合
／
申
上
候
す
り
物
、
追
々
延
引
出
来
候
に
／
ち
と
し
ら
せ
候
方
、
御
座
候
而
、
萬
々
延
引
／
御
引
合
之
通
ニ
出
来
不
参
、
漸
々
、
／
出
来
次
第
至
り）2
（
奉
置
候
。
再
々
出
申
候
共
／
御
揃
と
大
風
後
破
損
〳
〵
／
都
の
御
中）3
（
連
ま
い
ら
せ
給
候
て
可
被
奉
／
申
候
被
奉
間
〳
〵
ニ
し
ら
ぬ
配
分
仕
候
。
／
三
石
様
は
御
入
被
下
候
節
書
候
訳
／
ニ
而
出
来
不
ま
ゝ
言
れ
ず
則
／
入
申
候
。
三
石
丈
へ
向
ケ
さ
し
出
候
。
／
申
候
。
相
志
と
て
御
入
込
申
候
共
／
何
角
申
上
候
事
、
持
外
申
候
。
／
一
句
申
伝
、
前
の
出
候
砌
、
御
文
等
／
追
々
山
家
に
て
早
々
ニ
申
給
候
／
例
の
部
に
御
定
給
候
返
内
／
御
出
庵
の
砌
御
立
よ
り
可
被
致
も
／
拝
面
ニ
御
覚
ず
候
。
以
上　
早
々
頓
首
　
九
月
十
八
日　
 　
窓
竹
斎　
烏
川
拝
小
林
巨
川
様
」
尚
々
御
三
人
えママ
五
様）4
（
で
配
分
仕
候
。／
外
ニ
も
御
入
用
で
又
々
御
申
出
候
給
候
。
割
合
／
下
り
物
が
六
人
前
三
様）5
（
ハ
下
宛
ニ
／
御
座
候
て
又
々
御
取
出
し
可
申
候
。
／
且
西
行
奉
納
頃
と
取
込
申
候
而
、
漸
々
／
ま
い
ら
せ
候
、
則
／
　
　
神
垣
の
木
の
子
　
　
寄
レ
戸
ニ
恋
書
候
頃
ニ
御
座
候
共
、
四
日
過
候
。
花
前
／
御
座
候
間
、
御
出
詠
早
々
御
立
被
下
度
候
。
以
上
図18　宛名不明。鶴の画入り。（寛政・享和期）（軸装）
井上士朗の書簡の紹介（二）
三
七
（
１
） 
窓
竹
斎
烏
川
＝
狂
歌
師
。『
萩
の
つ
ゆ
』
〔
安
永
三
年
（
一
七
七
四
）
刊
・
狂
歌
本
〕。『
追
善
萩
之
露
』（
安
永
元
年
刊
）
編
。
妻
の
追
善
集
。
也
有
・
暁
台
の
句
入
集
。（『
尾
三
古
俳
書
解
題
』
234
）
（
2
） 
次
第
至
り
＝
〔
名
〕
順
々
に
達
す
る
　
　
 
こ
と
。
（
3
）
御
中
（
お
な
か
）
＝
仲
間
。
（
4
） 
五
様
＝
ご
よ
う
。
五
つ
の
様
式
で
、
こ
こ
は
五
枚
の
こ
と
か
。
（
5
） 
三
様
＝
さ
ん
よ
う
。
三
つ
の
様
式
で
、
こ
こ
は
三
枚
の
こ
と
か
。
ま
と
め
　
人
気
の
高
い
士
朗
の
書
簡
な
ど
は
数
多
く
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
、
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
そ
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
し
か
し
、
名
古
屋
圏
だ
け
で
な
く
、
京
や
大
津
の
俳
人
た
ち
と
の
興
味
深
い
交
流
や
、『
去
来
抄
』
だ
け
で
な
く
、『
猿
蓑
集
』
を
薦
め
た
こ
と
、
更
に
は
、
批
点
の
基
準
の
一
端
が
窺
え
、
と
て
も
興
味
深
い
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
っ
た
。
　
士
朗
の
書
簡
は
こ
れ
ま
で
に
も
、
矢
羽
勝
幸
氏
『
書
簡
に
よ
る
近
世
後
期
俳
譜
の
研
究
』（
胄
裳
堂
書
店　
一
九
九
七
年
）、
田
中
善
信
氏
『
鏡
泉
洞
文
庫
蔵
新
出
俳
人
書
簡
集
―
白
雄
・
士
朗
・
嵐
外
・
蕉
雨
』（
新
典
社　
二
〇
〇
〇
年
）、
寺
島
徹
氏
「
井
上
士
朗
の
書
簡
」（
一
）・
同
（
二
）（「
蒼
穹
」
61
・
63 
二
〇
〇
三
年
九
月
・
二
〇
〇
〇
四
年
一
月
）
等
に
紹
介
・
翻
刻
が
な
さ
れ
て
き
た
。
更
に
、
俳
壇
研
究
の
た
め
に
今
後
も
紹
介
さ
れ
続
け
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
付
記
　
貴
重
な
資
料
を
ご
提
供
い
た
だ
い
た
道
木
正
信
氏
に
謝
意
を
表
し
ま
す
。そ
し
て
、
士
朗
の
句
の
出
典
を
ご
教
示
い
た
だ
い
た
寺
島
徹
先
生
、
翻
字
に
際
し
、
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
い
た
加
藤
定
彦
先
生
・
寺
島
徹
先
生
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
　
誤
字
・
誤
読
が
多
々
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
が
、
ご
寛
恕
の
上
、
ご
教
示
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
＊
生
活
科
学
部　
生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
〔
四
十
九
号
訂
正
〕
付：図8―2　巨川宛，九月十八日　窓竹斎烏川の書簡（寛政期）（軸装・下段）
冨　田　和　子
三
八
三
七
頁
下
段
「
14 
五
雄
宛　
四
日
」
を
「
14 
五
雄
宛　
四
日
（
享
和
・
文
化
期
）」
に
訂
正
。
